






































た」(p. 249)。教科書の記述は生徒の理解に影響を与える（Herbel-Eisenmann, 2007; Morgan, 1996; 布川, 2014, 
2016）ので，変数に関わる教科書の分析も見られる。variableという用語は日本の未知数や変数など多様な意味を含
む（Schoenfeld & Arcavi, 1988）が，教科書や時代により未知数と変数のどちらに重点があるかが異なる（Dogbey 
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& Kersaint, 2012; Nie et al., 2009）ことや，教師用書において変数の指導や教師の変数の理解に役立つ記述が十分で












































「表す」と考えて，表３のように分類している。またG43は変数を導入するまでに，１枚３円の紙 x 枚の値段 y 円と
いう例題もあげているが，他方で正の整数 x に対してその２倍にあたる偶数 y を対応させる例や，正の数⎱1, 2, 3, 
322 布　川　和　彦























東京書籍 ２つの量 x , y があって， y が x に比例
するとき，これらの関係は，つぎの式で
表される。y＝kx (kは比例定数）この式




２つの量 x, y が比例しているとき，そ
の関係は次の式で表される。y＝ax (aは
比例定数）…(1) この式で， x， y はい
ろいろな値をとるが，a は一定の数を表
わす。このようなとき， x, y を変数，a
を定数という。（２年「いろいろな比
例」）
［ x 時間後の残りの道のり y ㎞について
式，表，グラフを提示し，０≦x≦５，






後］このとき x と y とは，長さ・時間な
ど変化する量のいろいろな値を，代表的




 ［直径と面積，横の長さと面積，時間と距離の式を考えた後］このとき，x と y は，






大日本図書 ［ x 秒後の水の量 y Lについて式を示し，表を作らせた後］式(1)の x や y のように，いろいろな値をとることのできる文字を
変数といい，0.3や５のように，きまった数を定数という。（２年「式の値の変化とグラフ」）［D40とD43では「0.3や５」の後
に「または円周率π」が，「きまった数」の後に「またはきまった数を表す文字」が追加されている。］
教育出版 変化する二つの量 x, y があって， y が
x に比例するときは，y＝axまたは y/x






















［１mあたり３gの針金 x mの重さが y g
の場面で表と式を考えさせた後］ x の値
は（1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8）の中で変わ
るとする。﹇中略］この例の x や y のよ
うに，値が変化することができる文字の
ことを変数という。(２年「変数と座標」）


















［Kr49は文頭が「ここで使った文字 x は」に，「このような文字 x を」が「この
ような文字を」となっている］






東京書籍 ［x gの物を下げたときのばねの長さ y ㎝の関係を y＝0.2x＋20と示し，x, y のと




［注水した時間 x 分間と水の量 y Lの式 y＝20x
と，x, y のとりうる値の範囲を集合の形で確
認した後］上の x や y のように，ある集合に
属するいろいろな値をとる文字を変数とい
う。（１年「関数」）
大阪書籍 ［箱に菓子を x 個入れたときの代金を考える場面を示し］箱には，菓子は５個までしかはいらないから，x は，1, 2, 3, 4, 5の５
個の数のどれかである。x ∈{1, 2, 3, 4, 5} この x のように，いろいろの値をとる文字を変数といい，そのとる値の集合を，そ
の変数の変域という。(１年「方程式」）
［O52では「x∈{1, 2, 3, 4, 5}」がない］










教育出版 ［卵 x 個のときの代金 y 円を考え y＝15x を示してから］この式で， x は1, 2, 3,
…といろいろな値をとることができ，y も x の値によって，15, 30, 45, …とい




［卵 x 個の代金 y 円について対応の規則 y＝25x
を確認して］この式の x は1, 2, 3, 4, …とい
ろいろの値をとることができ，y は x の値に




学校図書 ［１枚３円の紙 x 枚を買うときの代金 y 円という場面で式や x の範囲を確認した
後］それぞれきめられた範囲の中で，どのような値でもとることができる文字
を変数といい，その範囲をその変数の変域という。(１年「関数」）
［G46では兄の小遣い y 円が弟の小遣い x 円より300円多いという場面になって
いる。］

























T36, T40, T43, T46, T49, 
T52, O46, O49, O52, D36, 















では変数を定義する直前の文では「x や y はいろいろに変わる数を表しており」とも述べ，「表す」という動詞も用
いられている。つまり，ある種の文字が変数というよりも，変化する数である変数を文字で表すという語り方になっ
ている。
　「代表する」という動詞が変数を定義する文で用いられているのはO40, O43だけであるが，Ky40, Kr46, Kr49で
は定義に先立つ説明で「代表する」という語り方を用いている。Ky40は y＝2x の表を提示した後に「x と y とは変
化するいろいろな数を代表している」と説明してから定義を行っている。またKr46とKr49は変数を定義するために







も「きめられた範囲の中で」と変域に言及している。変域に言及した変数の定義はT43, T46, T49, T52, D46, 
D49, G43, G46, G49に見られる。また定義の中では言及していなくても変数を定義する直前に，O46, O49の x∈{1, 
2, 3, 4, 5} やD52の「２以上の自然数の集合」のように変数のとる値が属する集合を示したり，G40の「x の値は（1, 
2, 3, 4, 5, 6, 7, 8）の中で変わるとする」やG52の「x は0, 1, 2, 3, 4, 5の６個の数のうちのどれかである」のよ
うに x の値の範囲を明確にしたりし，それを受けて変数の定義を行うことで，定義に現れる文字のとる値の範囲を示
唆するような語り方も見られる。
　変数を定義する文の後半で変域も定義することは，Kr46, Kr49, Kr52, O46, O49, O52, D46, D49, D52, G46, 
G49に見られる。同じ文の中で定義しなくても，変数を定義した直後の文で変域を定義する例もT46, T49, T52, 
G52に見られる。系統学習期の指導要領では変域という用語を指導するようには指定されていなかったので用語は出
てこないが，G40のように変数を定義した文に続けて，次のように変数がとる値の範囲に注意を向けている教科書も
ある：「変数がとる値の範囲をはっきり知ることもたいせつである。たとえば，上の例で，x の値の範囲は，(1, 2, 3, 
4, 5, 6, 7, 8）である」。
　変数を定義する際に現れる変域としては長さや重さ，時間などの連続量の値として，ある範囲のすべての数が想定
されている教科書の他に，O46, O49, O52, G43, G46, G49のように個数という離散量の値として，ある範囲の自然
数を考える場合も見られる。あるいはG40のように連続量を扱いながらある範囲の自然数だけを考える教科書，D52, 




　第二に x, y を含む式を示した後に変数を導入する場合が見られる。例えばO40, O43では直径 x ㎝の円周の長さ y 
㎝に対して y＝πxという式を提示したり，縦が a ㎝で横が x ㎝の長方形の面積 y ㎠に対して y＝axという式を提示し
たりした後に，「﹇これらの﹈式で，x にいろいろな値を代入すると，それに応じて，y の値が求められる。このとき，
x と y は，長さ・時間など変化する量のいろいろな値を，代表的に表している」と説明し，その上で「この x, y のよ
うに」として変数の定義を行っている。このように変数を定義する以前に，x に応じて y が決まるような場面と， x
と y を含む式を提示した場合，x にいろいろな値を代入する行為が示唆されやすいと考えられる。同様にKr36, 
Kr40, Kr43, T36, T40, T43, T46, T49, T52, Ky52, O36, D36, D40, D43, Ky36, Ky40, Ky43, Ky46, Ky49, 
Ky52, G36, G40, G46, G49では変数を定義する直前で x と y を含む式を提示している。またD52は碁石全体の個数
を表す式４a－４を提示した後，a に値を代入することを学習し，その後に変数の定義がなされている。Kr52では等
式２x＋３＝17，不等式２x＋３<11を提示し，これを満たす x の値を考えさせた後に変数の定義を行っているが，こ
こでも同様に x にいろいろな値を代入することが想定されていると考えられる。Kr46, Kr49も同様の展開となって
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「表す」「示す」を用いていた教科書では定数の定義でも同じ動詞を用いているが，T36, T40, T46, T49, T52, 




















されている文字 x を変数（variable）といい，Ｘをその変域（domain）という」(日本数学会, 2007, p. 191)。ここで
は第２節(2)で過去の教科書について見出した特徴の一つと同様に，変数を定義した文の後半において変域も一緒に
定義をしている。さらに変数の定義においても変域とされる集合Ｘに言及し，代入できる範囲を明確にして定義をし



















れたとき］もしも我々が x にこの区間に属する任意の数値を与えようとするならば， x をこの区間における変数とい
う」(高木, 1980, p. 17)。この定義でも「任意の数値を与えようとする」行為者に言及しており，それを「我々」で
あるとしている。また田原（1977）は多項式環を構成する際の変数である代数的変数と変量と関わりのある関数的変
数を区別した上で，関数的変数を次のように定義する：「Ｘをある集合とするとき，Ｘの任意の元を代入することが
できる文字 x を関数的変数と呼ぶ。そして，集合Ｘをその変数xの変域と呼び，変域Ｘの任意の元は x の値と呼ばれ
る。このように，関数的変数というのはライプニッツの定義した変動する量，変量としての意味が極めて強い」(田
原, 1977, p. 48)。ここでも「代入する」という動詞が用いられている。
　もちろん「定義域の要素を代表して表す文字」(一松, 1979, p. 432)，「われわれの考察の対象となるものを代表的
に表す文字」(松坂, 1968, p. 4）など，文字が主語と考えられる動詞「表す」により変数を定義するものや「関数あ






時間後の残りの道のり y ㎞を y＝50－10x と表した際，「ここで，x にいろいろな値をあたえると，それに対する y の
値がきまる」としている。このときの動詞「あたえる」は上述の「代入する」と同様の意味であり，行為者は文字の
利用者であると考えられる。このように変数を定義する直前の場面で「あたえる」「代入する」といった動詞が使わ
れることは，O36, O40, O43, D46, D49, D52に見られ，逆に変数を定義した直後の課題で与えられた集合の要素を



































































かも問題となる。現行の教科書のうち１社では，文字式の導入部で「正方形の個数は, 1, 2, 3, 4,･･･といろいろな
値をとる」という記述が１回だけ現れるが，他の教科書では変数の定義までに「値をとる」という語り方が見られな
い。
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＊ School Education
Characteristics of the Definitions of Variables in Japanese
 Secondary School Mathematics Textbooks
An attempt to relativize definitions in the current textbook series
Kazuhiko NUNOKAWA＊
ABSTRACT
The concept of variables is important for learning secondary school mathematics, as it plays a critical role when learning 
functions and related topics.  Although several studies have been conducted to improve the teaching and learning of 
variables, the concept remains difficult for secondary school students.  Given that the definition of variables is a starting 
point in textbooks for the learning of variables, it seems natural to examine this definition to check whether it is appropriate 
as a starting point for students and if it is formulated so as to be easily understood by students.  This examination is the 
purpose of this paper.
To illuminate characteristics of the definition of variables in the current textbook series, this paper attempts to relativize 
the definition of variables by finding alternative definitions and contrasting these with those in current use.  Seventh and 
eighth grade mathematics textbooks published in 1960s and 1970s were analyzed to find alternative definitions of variables, 
because various definitions were adopted in the textbooks in that period.  Some of the definitions given by mathematicians 
to learners other than secondary students, were also investigated to find further alternatives.
This exploration reveals the following definition characteristics: (a) Current textbooks define a variable as a kind of 
letter, while some past textbooks define it as a changing number or value; (b) Current textbooks define a variable in terms 
of “a letter taking various values,” while some past textbooks define it in terms of “a letter representing various values”; (c) 
Current textbooks do not assume users as agents of mathematical processes like substitutions, while some mathematicians, 
in their definitions, assume users as agents of processes; (d) In current textbooks there is a more distant relationship 
between the concept of domain and variables, compared to past textbooks.  These contrasts highlight the characteristics of 
the definition in the current textbook series and imply how this definition should be used when teaching the concept to 
students.
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